
・閉校に係る行事等の運営と学校
統合に向けての連携・協力。

団 体 名

みなかみ町立
古馬牧小学校ＰＴＡ

全 校 児 童 ・ 生 徒 数

１３８名
学 校 の 特 徴

組 織 構 成

【本部役員】
会⾧１名 副会⾧２名
書記３名（父母１教職員２）
会計２名（父母１教職員１）
【組織】
・本部役員会
・運営委員会
（広報部、安全部、厚生部）

ユネスコスクールに係る教育活動
において課題解決的な学習を取り
入れ、「みなかみふるさと学習」
の充実を図っている。

基 礎 情 報
取り組みの詳細 成果

課題や今後の取り組み

その他の取り組み紹介

取組
概要

学校統合に伴って現在のＰＴＡ組織・活動の見直しや活動の精選に向け
た取組をすすめ、無理なく充実した活動ができるようになった。

主 な 活 動 実 績

学校と地域が通学路等の危険箇所につ
いて情報を提供・共有できる「安全マッ
プ（デジタル版）」を作成した。また、
ＰＴＡだよりに二次元コードを掲載し、
保護者や地域の方から情報提供を受けら
れるようにしている。
ＰＴＡの厚生部が中心となり、学校の
卒業生や地域住民を講師に迎える「キャ
リア講話」を年３回実施している。

実践事例（優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞団体）

人と人がつながるPTA活動と新しい学校に向けたPTAづくり

（１）キャリア講話
大人になった自分を想像
しながら、今を生きるこ
とを学ぶ目的で年間３回
実施した。講師にはＰＴ
Ａのネットワークを生か
し、地域在住のコンサル
タントや介護福祉士、実
業家を招へいした。 （２）親子ヒップホップダンス教室

（３）新しいＰＴＡ組織に向けて

ＰＴＡ厚生部の発案により、
親子で楽しめる行事として
実施した。講師の依頼、当
日の進行などをＰＴＡ厚生
部員が行い、親子はもちろ
ん、親同士のつながりもで
きた。

令和８年度に月夜野地区の３つの小学校が統合されること
から、３校のＰＴＡ役員が定期的に会議を行い、新しい組
織や会則について話し合うなど、会員が相互に連携・協働
しながら活動している。

• 安全マップのデジタル化
• 奉仕作業と安全点検を同時に実施
するなどの効率化の推進

• 親しみやすさを追求した「PTA新
聞」づくり

• 運動会、マラソン大会での協力

・キャリア講話では、働くことの意義
やすばらしさを聞くことで、子ども
たちは社会とのつながりについて考
えることができた。

・ヒップホップダンス教室では親子の
喜ぶ姿から、PTA活動に「やりが
い」を感じることができた。
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団 体 名

群馬県立
あさひ特別支援学校ＰＴＡ

全 校 児 童 ・ 生 徒 数

７８名
学 校 の 特 徴

組 織 構 成

基 礎 情 報
取り組みの詳細 成果

課題や今後の取り組み

その他の取り組み紹介

取組
概要

主 な 活 動 実 績

年３回の資源回収の実施や地域で行
われる「みんなのマルシェ」「えきな
か市」への参加等、生徒が地域の方々
と交流する機会を提供している。
ＰＴＡが主体となり進路や福祉に関
する勉強会、福祉施設などの見学会、
介助の研修会、生活の質の向上に役立
つ講習会を実施している。

【

子供たちと地域のつながりを支えるPTA活動
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実践事例（優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞団体）



・児童の約半数や近隣の子どもたちが遊び
に来て楽しんでいってくれた他、先生方も
子連れ等で参加し、交流の場となった。

・児童サポーターは去年やって楽しかった
から今年も参加（６年）、来年もやりたい
（５年）とサポーターとしての役目に楽し
みを見い出している児童が多かった。

・あずま小ＰＴＡ本部役員は、一年任期だが再
任も可能なので継続する方も半数位いるが、今
後もイベントの主旨を理解し、継続してくれる
人材を確保していくこと。

・秋まつりに限らず、サポーターの募集で人手
が集まらない年があった場合の行事の再検討な
ど。

＜資源回収＞ ＜フォトジャック＞
（広報用に撮影した行事写真の掲示。児童

や授業参観で来校した保護者に見てもらう）

（回覧版等で、地域の店舗にも協力

を依頼してダンボール等を回収する）

団 体 名

伊勢崎市立
あずま小学校ＰＴＡ

全 校 児 童 ・ 生 徒 数

５４６名
学 校 の 特 徴

組 織 構 成

PTA実行委員会
＜PTA本部＞ ＜支部⾧＞
会⾧ １名 小泉地区
副会⾧２名 東地区
書記 ２名 田部井地区
会計 ２名 向原地区
顧問（会⾧経験者） 上田地区
事務局（学校） 西小保方地区

ＰＴＡ行事『秋まつり』を通して、非認知能力を育成する

創立１５０周年を迎え、学校教育目標
である「よく考える子」「思いやりの
ある子」「たくましい子」の実現に向
けて、地域に根ざした特色ある学校づ
くりに努めている。

基 礎 情 報
取り組みの詳細

◆サポーター募集方法
年度末にＰＴＡの活動報告の

手紙と次年度のサポーター募集
の手紙を配布。

秋まつり実行委員会 ４名
当日のみ ２９名

資源回収 ２３名
フォトジャック １０名

◆ＰＴＡ行事『秋まつり』
ＰＴＡ本部７名と実行委員サポーター４名による「秋まつ

り実行委員会」を設置。企画の主旨は、子どもたちに様々な
楽しみや経験をしてほしいということ。当日のみサポーター
２９名の他、近隣ＰＴＡやＪＬＶ（ジュニア・リーダー・ボ
ランティア）の方等１６名に手伝っていただき、ゲームコー
ナーやワークショップ、ステージイベントやビンゴなど各
ブースを担当してもらった。
他、近年注目されている「非認知能力」の向上をはかるた

め、５、６年生にもサポーターを募集した。自分で考え、行
動する主体性、人の役に立つ事で得られる達成感や自己肯定
感、他人とうまく関わる協調性を養う場となった。

（３２名参加）

成果

課題や今後の取り組み

その他の取り組み紹介

取組
概要

ＰＴＡ行事は会員によるサポーターを募集。ＰＴＡ本部と実行委員サ
ポーターによって、子どもたちに様々な経験の機会を与える『秋まつ
り』を行う。

主 な 活 動 実 績

ＰＴＡ学級委員会を廃止し、学校行
事の手伝いをＰＴＡ会員から行事毎に
サポーターとして募集している。
運営はＰＴＡ本部と事務局（学校）
にて行っている。
また、ＰＴＡ行事『秋まつり』を開
催。ゲームコーナーやワークショップ、
ステージイベント等で子どもたちに楽
しんでもらっている。
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実践事例（優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞団体）
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